
平成 13 年度 第２回数学診断テスト 解答・解説 Ａ問題 

［必須問題］ 
【出題のねらい】 

                                             (1)～(3) 正負の数，分数，小数などの四則演算が 
                                                定着しているか． 

                       (4)   33
2
  のような変形が定着しているか． 

                       (5)(6) 文字式の計算が定着しているか． 

(1)   57)1(17221          (2) 26.2814.3914.332   
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      (4) 12322232833    

(5) 62342)23()42(  xxxxx     (6) 53232 99)3( aaaaa   

 
                      【出題のねらい】 

(1) グラフを読みとることができるか． 注１  
(2) 百分率の計算が定着しているか． 
(3) 不等号の意味がわかるか．読みとることがで

きるか． 注２ 
(4) 等式をたてることができるか． 
(5) 代入して式の値を求めることができるか． 
(6) 整式の展開ができるか． 
(7) 整式の因数分解ができるか． 
(8) 分母の有理化ができるか． 
(9) 相似な図形の性質を理解しているか．三角比

の学習の基礎ができているか． 
(10) ２次関数を標準形に直すことができるか． 
 
［採点される先生方へ］ 

注 1,2．２次不等式や２次関数の最大値・最小

値を考える場合，どこでつまずいてい

るかを後出の３と比較してください． 

 
(1) グラフより１時から７時までが０℃以下となっている．        

また，最高気温は１３時で，最低気温は６時と読みとれる．       

(2) 344,105.0280,1280,1   344,105.1280,1(  としてもよ

い．)   

(3) 1x  は xが 1 より小さいことを意味する．              

(4) na  153 が1200円になるということだから，           

1200153  na   

(5) 851212 y  

ア… １，イ…７ 

ウ…１３，エ…６ 

オ… 344,1 (円)  

カ…小さい 

キ… 1200153  na  

ク…８ 

(6) 7677)7()1( 22  xxxxxxx  

(7) )2)(3(652  xxxx  

 ※ かけて６，たして－５ になる２数の組を求めると，－３と  

－２の組が考えられることから． 
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(9) △ＡＢＣ∽△ＡＭＮより，ＡＢ：ＢＣ＝ＡM:MN 
よって，６：３＝ＡＭ：２ であるから，ＡＭ＝４ 

(10)  2)2(64)2(64 222  xxxxy  

ケ… 762  xx  

コ… )2)(3(  xx  

または )3)(2(  xx  

サ…
3
6

 

シ…４ 

ス… 2)2( 2 x  

 
                      【出題のねらい】 

(1) グラフから不等式の表す範囲を読みとるこ

とかできるか． 
(2) グラフを参考にして，最大値と最小値をとる

際の x を読みとることができるか．また，そ

の x を用いて最大値と最小値を求めることが

できるか．  
 

(1) 1282  xxy  のグラフが x 軸よりも低い範囲を読みとると， 62  x …答 

(2) 定義域が 1≦ x ≦6  のとき， 1282  xxy  の値が最も大きくなるのは，グラフより 1x  

 のときである．このときの y の値を求めると， 5121812 y    ア…１，イ…５ 

同様に， 1282  xxy  の値が最も小さくなるのは，グラフより 4x （６ではない！）の

ときであるから，このときの y の値を求めると， 4124842 y    ウ…４，エ…－４ 

 
【出題のねらい】 

                       (1) 標準形の式から頂点や軸を読み取れるか． 
                       (2) 関数の特徴を理解し，グラフにすることが 
                         できるか． 

(1)   qpxy  2 のとき，頂点  qp, ，軸 px   なので， 

頂点  1,2 ，軸 2x …答 

(2) 頂点や軸の方程式は(1)を参照．下に凸， y 切片 5 の放物線

であるから，右図のようになる． 
［採点される先生方へ］  
 ･ 頂点が正しく，下に凸のグラフをかいている→ １点 
 ･ グラフが軸に関して対象な曲線（放物線）になっている → ２点 

  ･ y 切片を含めた正しい２点（頂点を除く）を通っている → ２点 を目安に採点されて下さい． 



∠Ａの対辺 

∠Ｂの隣辺 

斜辺 

斜辺 

［選択問題］ 
 
                      【出題のねらい】 

(1) 正弦と余弦の定義を理解しているか． 
(2) 基本となる三角比を覚えているか． 
(3) 三角比を，測量の場面で利用することができ

るか． 
 
 

 

(1) ① 正弦の定義より， Asin ―――――――  であるから，
3
2sin A …答 

② 余弦の定義より， Bcos ――――――― であるから，
3
2cos B …答 

 
(2) 一つの角が 45°，30°の直角三角形の辺の比は 

それぞれ右の図のようになることを利用する． 

 ① 
2

145cos  …答 （
2
2

 ） 

 ② 
3

130tan  …答 （
3
3

 ） 

 

(3) 高さを )(mx とおくと，  23sin
100

x
である． 

  また， 39.023sin  であることから， 39.0
100


x

 

  この式の両辺に100をかけて， 3910039.0 x           答… m39  注 3 

 
 
                      【出題のねらい】 

 
(1) 与えられた条件を整理して場合の数を求め

ることができるか． 
(2) ① 順列の計算を理解しているか． 
  ② 階乗の計算が理解しているか． 
(3) 順列の考え方を身近な例で利用することが

できるか． 
 

(1) ① 大きい方のさいころの目の出方が６通り，小さい方のさいころの目の出方も６通りであるか

ら，これらが続けて起こる場合の数は 3666             答…36 通り 注 3 
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  ② 大小のさいころの目の組を（大，小）と表すことにすると，条件を満たしている組は， 
  （２，６），（３，５），（４，４），（５．３），（６，２）となるから，全部で５通り． 

 
 

(2) ① ５Ｐ２＝ 2045                         

② 241234!4   

(3) 順列の定義から，６Ｐ３＝ 120456   

答…５通り  注 3 

答…２０ 

答…２４ 

答…１２０個  注 3

 
［採点される先生方へ］ 

注３． 今回は，単位をかいていない場合も正解としますが，注意が必要です． 


